













































然に拡張して， c-複体から 2成分以 f-，の成分数をもっ絡み国の2変数アレクサンダー行列の特徴づけを
行勺fこ。系として， 2成分絡み目の2変数アレクサンダ一行列の特徴づけであるJ.L.ベイリー ・ rj'l山の定
理や(2成分絡み同の場合の)アレクサンダー多頃式についてのトレスの公式の別証明を与えている。
次に著者は与えられた絡み日を張る任意の2つのc-複体の問の関係についての法卒的な補題である，
]).クーパーの「イソトピー補題Jに別証明を与えたのこの補題に現れる変形はリボン特異点集合の生成・
消滅およびリボン特異点集合とclasp特崇点集合を互いに変換在せる変形とからなっているが，著者はこ
の補題をc-複体閣の変形だけからなるような補題 (c-補題)へと改良している点む電要な仕事といえ
る。
以上により，この研究は，結び目理論に新しい知見をもたらすものであり，今後の位相幾何学の発展に
寄号するところ人である。
よって，本論文は博士(理学)の学位を授与するに航すると審査した。
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